



































































































たとえば、Heliasten の法廷は、通常 500 人の裁判官からなり、多くの場合、


























































































































































































































































































































































































































































⑶ デュポールは、1790 年 3 月 29 日と 30 日の両日にわたって、立憲議会においてそれぞ
れ「司法秩序確立にかんする原理およびプラン」、「刑事および民事陪審の実施方法」
および「民事陪審の実施プラン」と題する三つの報告を行った（稲本洋之助「フラン
ス革命初期の民事陪審論」社会科学研究 20 巻 3・4 号合併号〔1968 年〕313 頁参照）。






年 5 月 11 日の王令は、裁判官の任命方式を開廷期間ごとの任用制から終身制へと変
























































た。」と述べている（アダム・スミス /水田洋ほか訳『法学講義 1762 ～ 1763』〔名古









前掲書『法学講義 1762 ～ 1763』261 頁注（40））、というのである。
⒂ 職業裁判官に対するフォイエルバッハの本文のような楽観的な描写には、本書の
公刊当時の書評において疑問を呈する向きもあったが（die Göttingische gelehrten 
Anzeigen,Jg.1813,2.Halbb.,S.1849〔S.1862〕）、その点については、フォイエルバッハの
控訴院長としての経験の影響が指摘されることがある（Cornelissen,S.89.）。
（続く）
陪審裁判所に関する諸考察（ 2）（福井） 45
〔訂　正〕
　前稿「陪審裁判所に関する諸考察（1）」（京女法学一号）に誤植がありましたので、お
詫びした上、以下のように訂正いたします。
281 頁下から 4行目
　問題にしていない。」イングランドにおいては→
　問題にしていない。」（改行）
　　イングランドにおいては、
293 頁　注 ⑽
　国民議会→
　立憲議会
〔付　記〕　なお、原書に引用されているフランス語文献に関して、同僚の的
場朝子講師の御教示を得た。この機会に厚く御礼を申し上げる次第である。
